
EE
P

施工済み

蒲 田 工 業 骨 材ス ト ッ ク ヤ ー ド

雨　天
バーベキュー

小　屋

N
O
.
3
4

N
O
.
3
2

N
O
.
3
3

N
O
.
4
5

N
O
.
4
4

N
O
.
4
2
+
7
.
5
3
5

N
O
.
3
5

N
O
.
3
9

N
O
.
3
7

N
O
.
3
6

N
O
.
3
8

N
O
.
4
1
+
1
4
.
3
8
7

N
O
.
4
0

N
O
.
4
2

N
O
.
4
1

N
O
.
4
3

N
O
.
4
1
+
4
.
0

N
O
.
4
6

I
P
-
3

N
O
.
4
7

N
O
.
4
8

N
O
.
4
9

N
O
.
5
1

N
O
.
5
0

S
P
-
2

N
O
.
3
2

N
O
.
3
3

E
C
-
2

平 面 図 S=1:500

第３号帯工

NO.
36

床固工　　

NO.
41+

4.0
0

第４号帯工

NO.
48

1
:
2
.
0

国道471号

平　面　図

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺 図面番号

会社名

事業者名

平成 25 年  8 月

北陸地方整備局神通川水系砂防事務所

2 4/1 :5 00

平湯川砂防樹林帯床固工その３工事
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村　　上　　橋

リスクアセスメントを活用した安全管理活動について 

        ①降雪、凍結時の転倒や車両のスリップ事故対応策への工夫 

②巨石施工時におけるクレーン作業時対応策の工夫 

 

中越興業㈱  平湯川砂防樹林帯床固工その 3工事 

（工期：平成 25年 10月 8日～平成 26年 3月 27日） 

               

現場代理人・監理技術者 ○松田 孝之 

  

 

１． はじめに 

・当工事は、高原川支流平湯川の良好

な木々をそのまま樹林帯として取り込み、

現在の自然をできるだけ残して、上流の

『しのぶ砂防堰堤』と一体となった自然

環境を生かした砂防施設として整備す

る工事です。 

また、常に水量の多い流れがあることか

ら、良好な景観と生物が生息しやすい

環境になっており、その自然環境を生か

し、生息する動植物の生態系に影響を

与えず、多くの砂防施設と河川内の樹

林が一体となって、整備効果を発揮させ

る砂防施設の一部を施工しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

工事作業状況（全景） 

 

・工事概要としては、高山市奥飛騨温泉

郷村上地先の村上橋下流に位置する 

砂防土工（１式）床固工 (コンクリート

V=763m3) 、 垂 直 壁 ( コ ン ク リ ー ト

V=611m3)、護岸復旧工（１式)、仮設工

(１式)の施工を行っており、昨年度まで

においては、左岸側を施工しており、今

年度からは右岸側の施工着手となりま

す。               

平面図 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

床固工・垂直壁構造図 
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当初低リスクと評価 

当初高リスクと評価 

２． 危険作業の抽出 

・当初、現場開始前に当現場の安全リス

ク評価を抽出した所、リスクが高いと評価

した工種・項目として、①砂防土工・土運

搬作業②床固工・垂直壁（高所作業）③

通勤時、資機材運搬（第三者災害）の 3

項目でした。しかし、これは私の今までの

経験からによる推測や一般的な考えによ

るものでした。 

・今回の工事は 1・2月が最盛期を迎えま

す。そこで私は、毎年この厳寒期に作業

している下請け作業員の声を聞き上記の

3項目が妥当か検討しました。 

新規入場者教育時には、現場の特性や

危険箇所等を伝達・教育するのが通例

ですが、その他に作業員から現実的な

声を聞き入れる事にしました。内容は簡

単で『①過去に平湯川砂防工事におい

て危険を感じた時はありますか？それは

どんな時ですか？ 

②他人の行動を見て危険だと感じたこと

はありますか？どんな時ですか？』 

 

というアンケート(下図)を取りました。 

・その結果、当初リスクが比較的低いと評

価した工種・項目の①降雪、凍結時の転

倒や車両のスリップ事故②巨石施工時

におけるクレーン作業時の 2項目が現実

的に危険!!と感じている事がわかり、それ

に対する安全確保を課題としました。 

 

 



安　全　作　業　手　順　 改定日：

砂防土工

作　業　名 掘削、残土処理 平湯川砂防樹林帯床固工その３工事

使用機械 BH0.8、BH0.45、10tDT、4tDT 保安帽　・長靴　・手袋

スコップ、鋤簾 5人 必要資格 車両系建設機械・大型自動車免許

重大性 可能性 評価 危険度

1～5 1～5 1～20 1～5

1 作業前のミーテイングを行う。 ・各自の健康状態、雇い入れ時教育の

準 　確認。

・作業に適した服装、保護具の確認。

2 作業の分担、配置の決定。 ・有資格作業の確認。

・関連作業との連絡及び調整。

備 3 仮設施設の点検。 ・作業通路仮置場を決める。 ・点検中物につまずき転倒。 1 2 2 1 ・足元段差をよく見て歩く 作業員

4 作業計画の確認及び打合せ。 ・作業順序、方法の確認。 ☚通路確保よし

5 始業前点検の実施 ・特定自主検査等の期限か切れている。

（重機・車両関係） ・他のｵﾍﾟﾚｰﾀｰが運転した後は操作レバーを ・作業レバーが自分の操作 3 4 12 3 ・作業前に操作ﾚﾊﾞｰが自分の操作 運転手

作 　切り替えている可能性があり、思い込みにより パターンと違い誤動作を起し 3 1 3 1 　レバーと合致しているか確認する

　誤操作をして、災害（バケットに作業員が挟ま 作業員にバケットがぶつかる

　れる）が発生する。 ・初期動作の時には、作業員が作業

・整備不良の為、油が漏れている。  半径内に立入ってないか確かめて

業  から低速にて操作方法を確かめる

☚操作レバー動作確認よし！

☚始業前点検よし！

1 掘削、残土処理 3 3 9 2 BHオペ

3 1 3 1

☚周囲人払いよし！

本 2 3 6 2 BHオペ

2 2 2 1

☚合図誘導よし！

作

業

作業区分 番号 作 業 内 容 作 業 の 要 点 危 険 性 又 は 有 害 性 危 険 性 又 は 有 害 性 の 低 減 対 策

平成　  年　  月　  日

作 成 者 松田　孝之 平成　25年　11月　20日作成
使用材料

工 事 名 称

責 任 者

保　護　具

作業人員

・土砂がバケットから落ちて作業
員にぶつかる

・ﾊﾞｯｸﾎｳとﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸが接触し、
被災する

ﾊﾞｯｸﾎｳ(BH0.8m3×2台)で掘削し、ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(10t)に
て場内の仮置き場まで運搬する。

・BHｵﾍﾟは旋回時に、周囲に作業員がい
ない事を確認する事。

・作業前に合図方法を決定しておく。誘
導員無しで接近しない。

赤字は低減対策後の評価

リスク評価 
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780.7
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796.9
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797.2

797.9
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906.4

825.6

843.8

823.8

914.4
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819.1

785.5
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栃尾診療所

栃尾簡易水道

栃尾郵便局

若葉会館

栃尾小学校

栃尾保育園
栃尾発電所

栃尾温泉
協同組合

運行ルートヒヤリマップ

②緩く長いカーブ

施工箇所

①日陰で路面溶けにくい

③橋梁溶けにくい

④保育所、小学校あり徐行で！

⑤橋梁溶けにくい⑥急こう配スリップ注意

⑦カーブ連続注意

３． リスク低減に向けた対策・検討と取組み 

    

・当作業所では、高リスク作業だけでは

なくすべての作業手順書においてリスク

を評価しリスクを低減できる対策を記述

する事により、安全作業手順書として、各

工種の作業前には対策を周知する事に

しました。リスク評価を行うことにより、数

値化できるので危険度が明確になり、作

業員に簡単に理解してもらう事ができま

した。また、前項にて課題となった事項

についても同手順書内において記載しリ

スク低減を明確化しました。 

 

― 安全作業手順書 － 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

     

安全作業手順・周知会 

 

①降雪、凍結時の転倒や車両のスリップ 

事故への対応策の工夫 

・従来から実施している融雪剤散布や除雪 

作業はごく一般的であり、その他の方法に 

て対応策を考えました。 

 

   【１】車両運行ルートヒヤリマップの作成 

・降雪、凍結時の現場内と一般道を運行す

るにあたり、危険箇所・危険度を認識する

事を目的にヒヤリマップを作成し、作業手

順教育時に周知徹底をしました。運行パト

ロールとして 2 回/日路面の状況をチェック

し、路面の変化（再凍結）がないか等確認

しています。 

車両運行ルートヒヤリマップ 

 

 

 

 

車両運行パトロール 

 

【２】お知らせ掲示板による、さりげない注

意喚起表示 

・朝礼広場、休憩所への出入口には作    

業所のお知らせ用ホワイトボードがありま

す。おもに、今月の行事予定や連絡事項

を記載するものですが、毎日気を付けて

ほしい事をさりげなく記載しています。設

置位置も出入り口真横にすることにより、



嫌でも必ず毎日視線の中に入ってきます。

些細な事かもしれませんが、作業中だけ

でなく通勤時も含め「今日も 1 日事故が無

い様に」作業員全員が願う気持ちになっ

てもらいたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

現場事務所（朝礼広場） 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ用ホワイトボード 

②巨石施工時におけるクレーン作業時対

応策の工夫 

・当作業所ではまだ巨石積・据付の作業

は行っておらず、現段階ではクレーン災

害に対する予防処置について記述しま

す。 

 

【１】作業員の知識度テスト 

・まずは、作業員自身がクレーン作業や

玉掛作業の安全に対する知識がないと

元請が教育しても伝わらないと思い、安

全訓練において知識度テストを実施しま

した。内容は、一般的な事ですが最低限

知っていてほしい事を問題としました。正

解率は、約 50%程度でした。実践はでき

ても知識に乏しい事が判明しました。全

員で答え合わせをし、自分の知識がどの

程度か認識してくれたと思います。 

 

【２】クレーン作業時の要点の明示 

・クレーン作業では基本ルールをいか

に現場で実践できるかがキーポイント

になるかと思います。いくら教育をして

も作業に夢中になっている作業員は注

意事項をすっかり忘れると考え作業要

点を現場に明示する事にしました。 

・ワイヤー安全

荷重表 

・クレーン性能 

・巨石径別の重

量早見表 

 

・地切確認!! 

・吊荷の下に入

るな!! 

 

 

４．おわりに 

      ・単純な堰堤を構築する作業におい

ても、小さなミスが命取りになります。

これから厳寒期の 1・2 月に最盛期を

迎えようとしており、職員と作業員が一

体となって作業しやすい雰囲気づくり

や、安全管理を厳しくするのではなく、

大事な事は言葉だけの周知徹底でな

く、目で見て意識し、受け身ではなく

進んで行動できるような環境づくりに

努めていきたいと思っています。 


